
令和6年度 施政方針の概要・3つの重点分野 

〇 ｺﾛﾅ禍があけ、地域に活気が戻り、町外との往来や交流も活発化。また、今年は美郷町が誕生し20年目の節目の年 

〇 この3年間は、「守り」重視の行政運営（町民の健康・安全対策や経済支援に軸足をおき、財政収支均衡に努める）。一方、人口減

少を背景に疲弊する町の活性化に向けた取組は、様々な制約がある中、まずは将来の種を蒔くこと、布石を打つことに集中 

〇 その結果、財政面は手堅く健全な運営（R1～R4決算で基金残高合計4.3億円以上積み増し、R2決算以降財調基金取崩し無し等）

〇 一方、町の活性化の面では、これまで蒔いてきた種からいくつも芽が出始め、大きく花開く期待が膨らんでいる（美郷バレー、バ

リの町づくり、カヌーの町づくりなど） 

〇 町の様々な課題の根本原因となっている人口減少についても、明るい兆しが見え始めている。R5.10.1現在の「島根県の推計人口」

で「社会増減」が＋5人（＋0.12％）と11年ぶりにﾌﾟﾗｽに。社会増は19市町村中美郷町を含む3町だけ 

〇 町を取り巻く環境は整い、今こそ「攻め」に打って出る絶好のﾀｲﾐﾝｸﾞ。町民の暮らしに密着し、欠かせない分野の事業予算は確保

しながらも、重要課題の解決や町の将来のために、「守り」から「攻め」へ転じるべき年として、積極的に予算編成 

〇 「細心」すなわち「手堅さ」だけでは、人口減少対策のような答えの見えない課題は解決できない。「大胆」すなわち「アニマル・

スピリッツ」を発揮し、町の強みを活かした取組を一気に前に進める 

〇 2つのビジョン「活気あふれる明るい町」「町外と活発な交流のある町」を目指し、「細心大胆」に取組む 

１ 町民の暮らし（健康長寿、安全・安心、不便の少ない暮らし）                

（１）健康長寿「長寿県長寿町」  新型ｺﾛﾅ対応（情報提供、高齢者等ﾜｸﾁﾝ費用助成等）、健診受診率向上、子育て世代・保健指導等の対

策強化、産前産後ｻﾎﾟｰﾄ・ｹｱ、地域の交流・生活支援体制づくり、介護予防・認知症予防教室の充実 

（２）安全・安心な町づくり  国、県、関係機関等と連携し、対策を加速・推進 

① 治水対策 港地区防災集団移転事業（年内移転完了に向け着実推進）、潮上地区の堤防整備着手、他地域の対策の進展で密に連携 

② 災害対応力の強化  新技術の活用（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ、災害情報ﾘｱﾙﾀｲﾑ・一元的収集、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ活用避難所効率化等）、内水対策

（排水ﾎﾟﾝﾌﾟ・県ﾎﾟﾟﾝﾌﾟ車等の機動的運用、都賀本郷地域を対象に国と連携し要因整理・対策検討）、地域防災力向上（地区防災計画策

定の推進、古河電工と連携（住民WS、計画策定支援等）、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等の情報活用、防災士の研修・連携等 

（３）ＤＸの推進  できるだけﾃﾞｼﾞﾀﾙを意識せず、抵抗感を持つことなく、ICTとｱﾅﾛｸﾞを融合したｻｰﾋﾞｽを提供 

① デジアナ構想  「ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを持ち歩くことで暮らしが便利になる町」（国のﾃﾞｼﾞﾀﾙ田園都市国家構想推進交付金） 4 事業「健康

増進」「子どもの見守り」「ﾊﾞｽ券のマｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ活用」「避難所受付の簡素化等」を開始 

② 行政手続の利便性向上（ｵﾝﾗｲﾝ化））  町民に身近な手続を中心にｵﾝﾗｲﾝ申請手続の種類拡大 

 ③ 情報発信  ﾀｰｹﾞｯﾄ、ﾆｰｽﾞを踏まえた戦略的情報発信 町公式LINEお友だち登録は町人口の約2倍8,363人、人口比で全国自治体4位

に。「note」で情報発信を開始、自治会からのお知らせのLINE通知を導入予定 

④ 交通対策・自動運転  地域公共交通計画に基づき、生活交通の維持・構築（利用者の利便性を考慮、交通事業者と連携）。幹線道路へ

の移動、区域内移動等の課題解決に向け、小型ﾊﾞｽ自動運転の実証実験を計画（実現性等の検証、検討） 

⑤ 脱炭素のまちづくり 全国ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの充実した補助制度の利用促進。脱炭素のﾌﾛﾝﾄﾗﾝﾅｰとして、新しい時代に応じた環境に優しい快適

な暮らしを町民に提供（環境省「地域脱炭素移行・再ｴﾈ推進交付金重点対策加速化事業」採択）。特に、EV 車は全国ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの普及率

（R5.12末32台、人口１万人あたり普及数約77台（全国平均約18台、都道府県ﾄｯﾌﾟ約38台）で、災害時協力協定は全国から注目 

（４）地域活動等の支援  町民が協力しあう地域の主体的な取組を支援。都賀長藤地区公民館（4地域の連携拠点）の整備着手 

２ 人口減少対策 （移住・定住人口対策、滞在人口・活動人口の拡大）             

【移住・定住人口対策】 若者流入を最重要課題として対策を講じることに加え、子どもを安心して生み育てることができる環境づくり 

（１）子どもの成長支援 〜子育て支援のその先へ〜 【注力施策】 

「美郷町子ども未来応援金」  意欲のある子ども達が経済的な理由で進学を諦めることのないように、直接的に成長を支援 

「学校給食の質向上」  給食の質を高め、子どもの健康や身体の成長を支援。県内で最も給食の質にこだわる自治体に（前年度比＋96％の

大幅増額。1食あたり給食単価は県内ﾄｯﾌﾟ見込。県内ﾄｯﾌﾟの地元食材使用比率は高水準を維持し、新ﾒﾆｭｰ追加 

「小中学生資格取得支援事業」  英語検定、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語検定、数学・算数検定やｼﾞｭﾆｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞなど、将来役立つ能力開発を応援すること

で、子どもたちの興味や可能性を伸ばす 

「バリ島マス村訪問・交流事業（中学3年生）」 美郷町だからこそできるﾊﾞﾘ島ﾏｽ村との交流を通して、異文化を知り、国際感覚を養い、

人間的な成長や視野を広げるきっかけ、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな時代を生き抜く原動力を育む 

（２）子育て支援～充実したﾒﾆｭｰを取り揃え注力～  「保育料・保育所給食費の無料化」「小中学校の無料送迎ｽｸｰﾙﾊﾞｽ」「放課後児童ｸﾗﾌﾞ

の利用無料化」「出生時～中学校卒業までの子ども医療費無料化」「高校生までのｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種無料化」「不妊治療費の助成」「子の誕

生の際の定住ﾎﾟｲﾝﾄ付与」等の経済的支援に加え、「産前産後ｻﾎﾟｰﾄ」「ｽﾏﾎを活用したｵﾝﾗｲﾝ相談」「保育所や学校と連携した発達相談」等 

（３）定住ポイント  転入、就職、結婚、出産等の様々なﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞの節目でﾎﾟｲﾝﾄ付与し、暮らしを支援。町内で不足するｴｯｾﾝｼｬﾙﾜｰｶｰの

人手不足の解消のため有資格者ﾎﾟｲﾝﾄ付与（4職種・100万ﾎﾟｲﾝﾄ） 

（４）ﾌｧﾐﾘｰ向け移住住宅「みさとと。ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾊｳｽ」  「美郷町だからこそ可能なｻｽﾃﾅﾌﾞﾙな“暮らし”が実現できる」公営住宅とし

ては例をみないこだわりの住宅（太陽光ﾊﾟﾈﾙ、EV車電源、薪ｽﾄｰﾌﾞ、ｴｺｷｭｰﾄ、家庭菜園等を標準装備）。浜原地域に4月から5世帯入居予

定で、新たに浜原と都賀西地域に8棟建設を計画 

（５）新たな人の流れづくり  「移住・定住情報の発信力強化（HP 移住・定住関連ｺｰﾅｰのﾘﾆｭｰｱﾙ）」、「大人の山留学（ﾗｲﾄなお試し移住

を町施策4分野で実施）」、「ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ（「みさとと。ﾈｽﾄ」に続く、新たな整備を検討）」等 



 

 

【滞在人口・活動人口の拡大】 美郷町の「強み」に興味・関心を持ち集まってくる人や企業をﾀｰｹﾞｯﾄとして取組み   

（１）バリの町づくり 【注力施策】 

 ① バリの町条例 理念・目的を明文化、体系的、計画的な取組、「ﾊﾞﾘの町」を強くｱﾋﾟｰﾙ。「ﾊﾞﾘの町」を宣言、9月10日を「ﾊﾞﾘの日」に 

② 中学生のマス村訪問事業 中学3年生を対象に希望者をﾏｽ村に訪問させる交流事業を開始 

 ③ ジャパン・バリガムラン・フェスティバル 全国のｶﾞﾑﾗﾝ関係者が集い、演奏し、舞踊を披露するｲﾍﾞﾝﾄ開催。定期開催化で、全国のﾊﾞ

ﾘｶﾞﾑﾗﾝﾌｧﾝの聖地化を目指す。実行委員会を立ち上げ、協力関係を築いてきたﾊﾞﾘ関係者、町民、町内団体も参画して運営 

（２）美郷バレー構想  産官学民の力を結集し「ﾋﾟﾝﾁをﾁｬﾝｽに変える」他には真似できない取組が次々と実現しつつあり、美郷町の勝ち

残りに向けた最重要戦略として取組を加速。滞在人口や活動人口の拡大につなげ、新たな人の流れを創り、活性化に結び付ける 

（麻布大学 FWC）  「教職員・学生の滞在が前年度比 3 倍以上と飛躍的増加・町内購買率も伸び経済効果拡大、地域や町民との交流活発

化、、卒業後に協力隊として移住等」 「調査実習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実、ｼｶ対策の取組み等で教育研ｷﾜﾑﾌｨｰﾙﾄﾞの質と魅力を高め、受入拡大（新

たな学科の研修受入）」 「高大連携の強化（島根県第３の大学として県と連携強化。県内公立高校の全校長先生がFWC視察（県関係部署

幹部参加）・周辺高校での授業ｶﾘｷｭﾗﾑ定着、県議会総務委員会の大学本学視察、新設学科「獣医保健看護学科」PR等）」 

（美郷ﾊﾞﾚｰ連携企業等）  町をﾌｨｰﾙﾄﾞに知見を存分に発揮した連携が進み、益々活発化。鳥獣害対策にとどまらない町の課題解決や町の

魅力の向上。滞在者の増加による町内消費増加に加え、町外での販路の確立、拡大等の経済効果も 

「ﾄﾞﾛｰﾝの活用 古河電工（株）、郡森林組合、タイガー（株）等と連携し、林業分野（苗木運搬の大型ﾄﾞﾛｰﾝ実用化）、鳥獣害分野（ｼｶ対

策での検討）、災害分野（物資輸送の実証）等に加え、農業分野など他分野へ波及も」「神奈川県大磯町 ｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟ・賑わい創出施設の

「大磯ｺﾈｸﾄ」と取引活発化、町内業者の生産意欲の向上」 「兵庫県丹波篠山市 ｲﾉｼｼの豚熱感染対策やｸﾏ対策など双方のﾉｳﾊｳを活かし

た取組検討」 「（株）テザック 新たな鳥獣害対策用部材（ｼｶ､ｻﾙ等の防護柵のﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ接続部材）の開発、１月に特許庁に意匠登録出

願」 「『美郷バレーきゃらバン』を通じた周知、普及で鳥獣害対策の課題解決、交流拡大」 

（新たな取組み、山くじらフォーラム） 

「シカ対策・林業振興」  2 月 7 日：町、邑智郡森林組合、タイガー（株）で包括連携協定を締結。環境ｴﾝﾘｯﾁﾒﾝﾄへの貢献と未利用資

源をﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽに（山くじらに続くﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化） 

「山くじらフォーラムの開催」  10月開催予定。ｼｶ対策も加わった取組の進展を全国に発信、滞在人口・活動人口を一層拡大 

（２）カヌーの町づくり  2025年ｲﾝﾀｰﾊｲと2030年島根かみあり国民ｽﾎﾟｰﾂ大会の会場に、邑智中・島根中央高のｶﾇｰ部部室を兼ねる大会

本部施設が秋口に完成予定。11月に、ｲﾝﾀｰﾊｲ･ﾌﾟﾚ大会を計画（西日本）。関係機関、地域と連携して準備を進め、全国から多様な競技

者が集まる「カヌーの町」づくりに向けて取組む 

（３）観光振興  「雲海：田之原『両国おろし』は町の新名所で多数の訪問、雲海予報はR3.3 開設以来、閲覧数45,000 回越え。展望台

の環境整備、魅力のPR強化」 「神楽：昨年のｶﾞﾑﾗﾝとの創作共演演目「八岐大蛇」は大きな反響。近隣へ呼びかけ美郷町神楽共演大

会の開催、魅力発信強化」 「美肌県美肌町：商標登録したｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞを活かし、温泉、山くじら肉やどぶろくなど美肌ｺﾝﾃﾝﾂの切り口

でPＲ強化」 「みさとと。ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｲﾝｸﾞ：ｶﾇｰ競技場等や「ﾊﾞﾘの町」等の美郷町ならでは魅力を伝える観光・案内看板の整備」 「広

島方面へのPR強化：広島広域都市圏構想参画や広島市己斐地区との交流、「わがまち魅力発信隊（広島ﾏﾂﾀﾞｽﾀｼﾞｱﾑ広島ｶｰﾌﾟ戦）」等」 

（４）ふるさと納税等  「旅先納税」ｻｰﾋﾞｽ開始。事業者の参加促進や企業版ふるさと納税先の魅力向上、魅力ある返礼品の開発、PR等 

３ 町の活気づくり（町内産業の活性化、賑わい創出）                     

（１）美郷町商業活性化・賑わい創出事業  3つのﾃｰﾏに応じたｴﾘｱ設定「飲食できる店舗・ｽﾍﾟｰｽの確保（美郷と、みんなの台所）」

「地産地消の実現・住民生活の基盤となる小売商業店舗の充実（美郷で選ぶ、揃う、地産地商）」「神楽などの伝統芸能やバリ文化とい

った美郷町の魅力を発信する拠点整備（美郷を知る、感じる）」。詳細設計、運営体制の検討、町商工会のﾃﾅﾝﾄ募集等で建設に向け準備 

（２）町の強みを活かしたビジネス創出・事業者支援等  「みさとと。ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝｺﾝﾃｽﾄ：町の強みを活かしたﾕﾆｰｸなﾋﾞｼﾞﾈｽを実現し

ようとする事業者募集・支援」  「地域商工業等支援事業：空き店舗等活用、異分野進出、開業・起業や特産品開発、事業継続等の

町内事業者の意欲的な取組を幅広く支援」  「『みさとと。Pay』利活用促進：支払手続のｱﾌﾟﾘ化で利便性の向上、ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞと連携

し健診受診者や介護予防教室参加者へﾎﾟｲﾝﾄ付与し町民の健康づくりにも役立て」 

（３）農業振興 

① ゼロカーボン農業モデル 【注力施策】  日本有数のｼﾝｸﾀﾝｸ「日本総合研究所」と連携し、ｿｰﾗｰｼｪｱﾘﾝｸﾞを核に再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを

最大限活用した「儲かる農業」と「環境に配慮した農業」による「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ農業ﾓﾃﾞﾙ」の取組み。「農地を守る」だけにとどまらず、「魅

力ある農業」を確立し、担い手の呼込み、育成、定着へ。ﾌｧｰﾑｻﾎﾟｰﾄ美郷（受入機関）の組織体制・運営強化、ｿｰﾗｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ設備を備え

た研修施設・ﾓﾃﾞﾙほ場整備、農業研究制度構築 

② 農業者支援、集落営農組織化、耕作放棄地対策等  「ﾘｰｽﾊｳｽ事業者の支援（専門農業普及員によるきめ細やかな指導等）」 「集

落営農組織化・広域化（現在22集落、１集落の組織化支援）」 「三瓶在来種ｿﾊﾞの収量増、販路拡大（作付面積約23 ﾍｸﾀｰﾙと順調拡大） 

③ 畜産振興 現行の支援策に加え、新たな支援策「地元産肥育牛導入支援事業」を実施し、畜産経営の継続支援 

【組織新設、外部人材登用等】 

・２つの課内組織新設  企画推進課「バリの町室」、産業振興課「ゼロカーボン農業モデル推進室」 

・知見やﾉｳﾊｳを持つ外部人材を積極的に登用、活用 

 


